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障害児の身辺自立に関する新評価法作成の試み
一一自我発達の観点から一一
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A New Method of Evaluating Physical Self圃Management
一一 correlatedwith ego-development一一
MASAYO JINNO， RITSUKO KOZUMI， HARUKO ICHIYANAGI 
K YOKO MA TSUSHIMA and HIROKO FUJIT A 
目 的
の要求をも受け入れてし 1く能動的立場へと変わってし 1く。
この時期は， I言われれは自分でできる」あるいは「少
し手助けをしてもらえはできる」という段階てあるO さ
らに，子どもは，自分とは全く異なる他者かいるという
ことに気付き，その反作用としての自我を確立してし 1く。
この時期は， I手助けなして 1人でできる」という段階
である。
以上のことから，身辺自立の獲得過程には他者との関
わりか必要であり，そこに内在している自我の発達か顕
在化してくると考えられる。障害児の発達を援助してい
く上でも， Ir-..;かできるJということと同時に，ます保育
者かそれに伴う自我の発達に気っき，子どもを援助して
いく中で，子ともにも気っかせていきたいと考えている。
本研究では，身辺自立の獲得過程をチエソクすること
によって，子どもの自我発達を捉え得る評価表の作成を
試みた。さらに， この評価表の有用性を判断するため，
障害乳幼児を対象に調査を施行し， 到ー面表の再検討を行っ
障害乳幼児の身辺自立，つまり日常生活動作 (Actlv-
ity of Daily Living ; A. D. L.)や社会生活能力の
獲得は，障害児保育の中心目標で、ある。新村 1)は， I幼
児期の子どもは仲間とのふれあいを十分に持たないと，
満足に育たないこと，特に社会化されてし1かなしリと述
べている。集団保育の場には，仲間や指導者との相互作
用によって，家庭では困難な族も可能にする状況がある。
子どもは他者(主に母親的存在)との共生関係の中に
生まれ，食べ物などすべてを与えられる存在から，例え
ば，おしめか濡れて気持ちが悪いので，泣いたら，替え
てもらえて心地よくなる，つまり， I不快→泣く→快j
という経験をする存在へと移行していく。この時，子ど
もは，自分とは何か違うモノが存在するということに漠
然と気づき始める。子どもか， Iおしっこを知らせる」
などの行動を行うようになる時期である。その内に，子
どもは「不快→泣く→快」とはならない経験， OIJえば， fこ。
だっこを要求して泣いているのにミルクを与えられてし
まうといった経験を何度か繰り返すうちに，自分とは違
うモノの存在をはっきりと認識し始める。この時，子ど
もは， I他者に通じるようなかたちでおしっこを知らせ
る」ことができるようになり，特定の人(主に母親的存
在)だけでなく保育所の保母などにも通じるように要求
を出せるようになる。
このような経験を通して，子どもは，コミュニケーショ
ンの手段を獲得してし、く。さらに，やり取り遊ひ(するー
される)の経験や， 他者からの働きかけなどを通して，
一方的に要求を受け入れてもらう受動的立場から，他者
方
?
1 .身辺自立評価表の作成
ポーテーシ乳幼児教育プロクラムペ津守・稲毛式乳
幼児発達診断法ぺ 新版S・ M社会能力検査りなとをも
とに，さらに， A施設か実施しているポーテージ乳幼児
教育フ。ロクラムの結果及ひ保育観察を参考5)に，独自の
身辺自立評価表を作成した。評価表の各項目の出所につ
いては，表1に示した。
この評価表は，食事 (51項目)，排/世 (42項目)およ
ひ着脱衣 (54項目)を 3つの柱とし，食事，排J世につい
( 1 ) 
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表 1 各項目の出所
筆者らの独自項目 ポーテージ 津守・ S-M
E-8-P E-l-M E-I0-R E-l-P E-3-M E-21-R E-9-M E-7-R 
E-9-P E-2-M E-II-R E-2-P E-5-M E-22-R E-20-M 
E-4-M E-12-R E-3-P E-6-M E-23-R 
E-7-M E-13-R E-12-P E-8-M 
食 E-IO-M E-14-R E-21-P E-12-M 
E-l1-M E-15-R E-13-M 
E-23-M E-16-R E-14-M 
E-17 -R E-15-M 
. 
E-18-R E-16-M 
E-19-R E-17 -M 
E-20-R E-18-M 
E-24-R E-19-M 
E-25-R E-21-M 
事 E-22-M . 
E-24-M 
E-25-M 
E-26-M 
E-27 -M 
X-l-P X-3-M X-9-R X-5-P X-2-M X-16-R X-20-M 
、
X-ふP X-8-M X-12-R X-13-P X白 9-M X-18-R 
x-3-P X-13-M X-14-R X-15-P X-I0-M X-22-R 
排 X-4-P X-18-M X-lふR X-16-P X-I1-M 
X-6-P X-19-M X-17 -R X-17 -P X-21-M 
X-7-P X-19-R X-18-P 
X-8-P X-20-R 
X-9-P X-21-R 
X-I0-P 
X-I1-P 
池
. 
X-12-P 
X-14-P 
• 
X-19-P 
• 
X-20司 p • 
. 
• 
D-1 D-15 D-28 D-29 . D-53 D-13 
‘ 
• 
D-2 D-16 D-33 D-30 D-38・
D-3 . D-17 D-34 D-31 
着
D-4 D-18 D-39 D-32 
， • . -
D-5 D-19 D-41 D-35 
D-6 D-20 D-46 D-36 . 
脱 D-7 D-21 i D-48 D-37 • • 
D-8 D-22 D-49 D-40 • 
. . c . 
• 
. 
• ' . 
• 
D-9 D-23 D-50 D-42 
. 
• 
• 
D-I0 D-24 D-51 D-43 . 
衣 • . 
D-ll D-25 D-52 D-44 . . 
D-12 • D-26 D-54 D-45 . 
• ¥ ‘ 
• 
. 
「
• 
D-14 D-27 . D-47 • . . 
i • • ， 
• 
(2) 
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ては，生理的発達，操作や道具の使用および認知 ・意思
表示の3つの側面から構成した(表2---4を参照、)。
n.自我発達段階評価表の作成
目的で述べたように，身辺自立の獲得過程には他者と
の関わりが必要であり，そこに内在している自我の発達
か顕在化すると考える。
ワロン 6)は，自我発達を， i子どもが， まさに他者と
の関係のなかで他者との境を見いだし，個体になってい
く過程である」と述べ， また， 自我と他者について，
「意識において自我と他者は，同時に形成され，密接に
結び合ったものであり，それぞれの変化はたかいに相補
しあい，互いの分化は相互にからみあっている」と述べ
ている。
今回，さらに，筆者らは，ここに作成した身辺自立評
価表の各項目か， ワロンのいう自我発達のどの段階に相
当するのかを検討することを目的とした自我発達段階評
価表を作成した6~9)0
m.身辺自立評価表を用いた調査
調査対象は， A通園施設に通う， 1---6歳までの自立
歩行可能な障害児44名(男児36名，女児8名)であった。
今回は，年齢別・性別 ・発達指数別による集計および考
察は行わなかった。調査の実施は， 1992年7---8月の聞
に，まず母親が自宅で行い，次にそれをもとに，同施設
の保母あるいは指導員か療育場面において行った。なお，
評価方法は，各項目とも当てはまる場合は0，そうでな
い場合は×を調査用紙に記入してもらうこととした。
集計では，項目別のOであった人数およびパーセ ント
を示し，項目聞の関連については， χ2検定を試みた。
調査結果及び考察
調査結果と評価実施者からの意見などをもとに，身辺
自立評価表・自我発達段階評価表の妥当性を判断し，項
目の是正および変更を行った。項目は番号か大きくなる
ほど難しくなるように配列しであるので，一般に，各項
目でOと評価された者の人数およびその割合(通過率〉
は，番号が大きくなるにつれて低下することが予測され
る。
1 .身辺自立評価表項目の適・不適の検討
食事・排池・着脱衣に関する各項目の通過率を，表2
---4に示した。
以下，番号が大きくなるにつれて低下するという予想
に反して通過率か低かった項目，および高かった項目に
( 3) 
ついて述べる。
1 .食事
a.低通過率項目
[E-8-PJ好き嫌し 1か無い (409%) 
この項目については，食べ物の種類を区別して好き嫌
いかあるのか，あるいは食へ物の種類を区別て、きなく て
好き嫌いかないのか，か明白てないという評価実施者か
らの指摘があったので，項目の表現を検討する必要かあ
ると考えられた。そこで， i [E-8-MJ食べ物の種類を区
別していて，好き嫌し 1かなし、」という項目に訂正した。
[E-11-MJスプーンを下から持って自分で食べ
る (40.9%)
A施設では， i自分で食へる」ことを重視しているた
め， スプーンなとの持ち方に対する細かい指導までは行っ
ていない。今後，どのようにして自分で食へるのかにつ
いても考慮し，指導していくことにより獲得されうる項
目かどうかについての検討を加える必要かあると思われ
た。また， i[E-10-MJスプーンを上から持って自分で
食べる」およひ i[E-1-MJスプーンを下から持って自
分で食べるjについては， i持って」を「にきって」と
いう表現に変更した。
[E-12-PJ食べ物以外は口に入れない (59.1%)
この項目については，今回の調査対象の特徴なのか，
あるいは項目の表中での位置か不適当なのか，今後の検
討を要すると恩われた。
[E-14-MJフォ ークを両手で持ちすくって食べ
る (56.8%)
[E-17-MJ箸を両手で持ちすくって食べる
(25.0%) 
この2項目については，両手でもつことは稀にしかな
いという指摘があったので，削除することにした。
b.高通過率項目
[E-22-MJ自分か使った食器を下げる (68.2%)
[E-27-MJお盆に食へ物を乗せて運ぶ (50.0%)
この 2項目については，食事時間の日課になっている
ためであると考えられた。
C. 質問の表現が不適当な項目
[E-21-PJお腹か一杯になるまで自分て食べる
この項目については，出されたものは全部食べるのか，
あるいは満腹になるまで食べるのかかわかりにくいとい
う指摘かあったので， i [E-20-PJ出された食べ物は全
部食べる」およひ i[E-21-PJ満腹になるまで自分で食
べる」という 2項目に変更した。
[E-14-RJ社会的意味を持った会食が可能とな
る
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表2 身辺自立評価表・単純集計結果(食事)
食 事
p (生理的発達) 人数 M (操作や道具の使用) 人数 R (認知・意志表示〉 人数
(%) (%) (%) 
E-1 流動食を食へる
44 
与えると食へる
42 
100.0 95.5 
E-2 つふした食へ物を食へる
44 
コノプから飲む
44 
1000 100.0 
E-3 半固形物を食へる
43 
自分て手つかみて食へる
43 
977 977 
E-4 自分て指先て摘み食へる
39 
88.6 
E-5 両手てコノプを持ち飲む
43 
97.7 
E-6 手伝うとスプーンを持ち食へる
42 
95.5 
E-7 
食へ物をスプーンに入れると，自 41 
自分て食へようとする
44 
分て口まて運ひ食へる 93 2 100.0 
E-8 好き嫌いか無い
18 
片手てコノプを持ち飲む
38 
409 86.4 
E-9 大人と同し物を食へる
42 
お菓子の包み紙を取り食へる
35 
955 79.5 
E-10 
スプーンを上から持って自分て食 38 言われれは， iいたたきますj を 36 
へる 86.4 する 81.8 
E-1 
スプーンを下から持って自分て食 18 言われれは， iこちそうさまJを 35 . 
、 へる 40.9 する 79.5 
E-12 食へ物以外は口に入れない
26 スプーン・お茶碗を使って自分て 35 指摘されれは，自分の口元を一人 33 
59 1 食事をする 79.5 て拭く 750 
E-13 ストローて飲む
42 言われれは，円、たたきます」を 32 
95 5 するまで待てる 72.7 
E-14 
フォークを両手て持ちすくって食 25 社会的意味を持った会食か可能と 15 
へる 568 なる 34.1 
E-15 
フォークを片手て持ちすくって食 39 自分の席はしっかりと分かってい 32 
へる 88.6 る 72.7 
E-16 フォークて刺して食へる
31 自分の席に他児か座っていると， 21 
70.5 頑固に怒る 47.7 
E-17 箸を両手て持ちすくって食へる
1 自分て， iし、たたきます」をする 23 
25.0 まて待てる 52.3 
E-18 箸を片手て持ちすく って食へる
20 他児(者)のものを取って食へな 23 
45.5 52.3 
E-19 箸て刺して食へる
19 食物の晴好や食器の好みかはっき 28 
43.2 りしてくる 63.6 
E-20 蜜柑の皮を剥いて食へる
18 
集団ての食事に関心を持つ
26 
40.9 59.1 
E-21 
お腹か一杯になるまで自分て 33 箸て挟んて食へる
10 
こほした物を，自分て布巾て拭く
25 
食へる 75.0 22 7 56.8 
E-22 自分か使った食器を下げる
30 
適切な食器を使う
19 
68.2 43.2 
E-23 ゆて卵の皮を剥し、て食へる
1 言葉の指示に従い，食事の準備を 23 
25.0 手伝う 52.3 
9 足りない物かあると，自分て取り 19 
E-24 手伝うとナイフや包丁を使う 20.5 lこ行く 43.2 
E-25 
自分てナイフや包丁を使い食へ物 色々な場面において，ちゃんと自 13 
を切る 2.3 分て食事かできる 29.5 
E-26 牛乳やシユースのパノクを開ける
6 
13.6 
E-27 お盆に食へ物を乗せて運ふ L
22 
50.0 ‘ 
(4) 
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表3 身辺自立評価表・単純集計結果(排池)
担t 池
p (生理的発達)
人数
M (操作や道具の使用)
人数
R (認知・意志、表示)
人数
(%) (%) (%) 
X-1 
何等かの要因て腹圧かかかっ 42 
て反射的に排尿 95.5 
X-2 
日中の排尿間隔か2時間以上 33 スホンやパンツを履かせてもらう 41 
空く 750 時，脚を差し出す 93.2 
X-3 
オムツか汚れたら，気持ち悪 37 スホンやパンツを脱かせてもらう 42 
そうにする 84.1 時，脚を号|っ込める 95.5 
X-4 オムツを使用していない
26 
59.1 
X-5 
自分ておまるに座っていられ 40 
る 90.0 
X‘ 6 自分ておまるに座れる
39 
88.6 
X値 7
パンツか汚れたら，気持ち悪 36 
そうにする 81.8 
トイレに行きたそうな様子を 36 足首まて通してもらうと，スポン 42 
X-8 やパンツを自分て号!っ張り上けよ
示す 81.8 うとする 95.5 
X-9 
漏らした後，自分てスホンや 34 
スホンに自分て脚を通す
34 トイレに行くと自分でしたかり， 16 
パンツを脱こうとする 77.3 他者か手伝おうとすると嫌かる77.3 36.4 
X-10 
洋式トイレに座っていられる 34 緩めてもらうと，自分てスホンか 36 
(姿勢) 77.3 脱ける 81.8 
X-l1 
手伝ってもらうと，自分て洋 35 タオルを渡してもらうと，自分て 33 
式トイレに座れる(運動) 77.5 手を拭ける 750 
X-12 
自分て洋式ト イレに座れる 24 声かけに従って，自分てできるこ 32 
(運動) 54.5 とはする 72.7 
トイレに連れて行くと，約排2 38 排尿(便)を失敗した時には，後 21 
X-13 日に 1回は排尿あるいは 便
86.4 片付けを手伝おうとするをする 47.7 
X-14 
トイレに連れて行くと，排尿 37 排尿あるいは排便をする場所を知っ 38 
をする 84.1 ている 86.4 
X-15 
トイレに連れて行くと，排便 30 全体に声をかけたたけて，てきる 26 
をする 68.2 ことは自分てする 59.1 
X-16 日中は，漏らさない
24 排尿(便)の後て，自分から手を 16 
54.5 洗う 36.4 
X-17 昼寝の間，漏らさない
28 手を洗った後，自分からタオルて 27 
63.6 手を拭く 61.4 
X-18 
男の子は， トイレて立って用 23 男の子は，スホンを膝の辺りて止 13 
排尿は，出る前に知らせる
25 
を足す 63.9 めて立って用を足す 36.1 56.8 
X-19 
手伝ってもらうと，和式トイ 24 女の子は，パンツを膝の辺りて止 。
トイレの順番を待てる
22 
レに座れる 54.5 めて座って用を足す 0.0 50.0 
X-20 自分て，和式トイレに座れる
19 
スホンやパンツを自分て履ける
30 トイレに行くと，最初から最後ま 17 
432 682 て自分でしたかる 386 
X-21 自分てトイレの後始末かできる
13 自分てするのを他者に見て欲しか 18 
29.5 る 40.9 
X-22 
公共の場所のトイレて男性用と女 4 
性用か分かる 9 1 
( 5) 
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表 4 身辺自立評価表・単純集計結果(着脱衣)
着脱衣
制t 人数(%) 
I D-1 「脱こうね」と言われれは，脱ける 34 77 3 
D-2 回りの状況を見て，自分て脱ける 25 56.8 
D-3 足の先たけ靴に入れてもらうと，履ける 28 63.6 
D-4 「蹟こうね」と言われれは，履ける 27 61 4 
D-5 自分て，脱いたり履いたりできる 27 61 4 
D-6 回りの状況を見て，自分て履ける 25 568 
D-7 言われれは，けた箱に靴を入れることかできる 38 86.4 
D-8 自分て，けた箱に靴を入れることかてきる 30 682 
D-9 言われれは，けた箱から靴を出すことかできる 38 86.4 
D-10 自分て，けた箱から靴を出すことかできる 33 750 
D-11 自分の靴を入れる場所を知っている 32 72 7 
D-12 靴を脱いたり履いたりする場所を知っている 38 86.4 
D-13 靴の左右か分かっている 6 、 13.6 
D-14 自分の靴か分かっている 37 84.1 
D-15 お気に入りの靴かある 27 61 4 
D-16 上記のいすれの項目にも当てはまらない(全面 3 介助) 6.8 
着脱衣
靴下 人数(%) 
D-17 かかとまで脱かせてもらうと，脱ける 38 86.4 
D-18 自分か脱きたい時に， 脱ける 31 705 
D骨 19 「脱こうねjと言われれは，脱ける 29 65.9 
D幽20 回りの状況を見て，自分て脱ける 21 47.7 
D-21 足首まて履かせてもらうと，ヲ|っ張り上けれる 29 65.9 
D-22 足の先たけ入れてもらうと，履ける 25 56.8 
D-23 自分か履きたい時に，履ける 17 38.6 . 
D-24 「履こうね」と言われれは， 履ける 19 43.2 
D-25 回りの状況を見て，自分て履ける 16 364 
D-26 靴下の向きか分かっている 10 2 7 
D-27 左右のある靴下を，見分けることかできる 2 4.5 
D-28 上記のいすれの項目にも当てはまらない(全面 5 介助) 11.4 
着 脱衣
上着(ンャツ ・ノャ ンパー ・セータ一等) 人数(%) 
D-29 着せてもらう時，腕を差し出す 41 93.2 
D-30 かふりの上着に腕と首を通してもらえは，自分 36 て引 っ張り下ろせる 81.8 
D-31 自分て，かふりの上着の袖に腕を通せる 28 63.6 
D-32 自分て，かふりの上着をかふれる 20 45.5 
D-33 脱かせてもらう時，腕を号|っ込める 38 86.4 
D-34 袖を脱かしてもらえは，自分て首からかふりの 36 上着を脱ける 81.8 
D-35 自分て，かふりの上着の袖から腕を抜くことか 21 てきる 47.7 
D-36 ホタンやファスナーを外してもらえは，自分て 32 前聞きの上着を脱ける 727 
D-37 自分て，前開きの上着に腕を通せる 12 27.3 
D-38 自分一人て服を着ょうとする 20 45.5 
D-39 服を入れたりする自分用のロノカーを分かつて 30 いる 68.2 
D-40 衣服の前後か分かっている 8 18.2 
D-41 大きめのファスナーを開閉できる 28 63.6 
D-42 スナノプを外せる 27 61.4 
D-43 スナノプやかきホノクを掛けれる 5 11.4 
D-44 大きめのホタン(直径2cmくらい)を外せる 17 38.6 
D-45 大きめのホタン(直径2cmくらしつをはめれる 17 38.6 
D-46 服の着脱を自分でしたかる 20 45.5 
D-47 服を一人て着脱できる 8 18.2 
D-48 自分の服か分かっている 29 65.9 
D-49 お気に入りの服かある 19 43.2 
D-50 自分て着脱するのを見て欲しがる 15 34.1 
D-51 自分て着脱するのを見て欲しかり，誉めてもら 17 うと更にかんはる 38.6 
D-52 回りの状況を見て，着脱かできる 10 22.7 
D-53 状況や気候に応して，自分て服を選ひ着脱する 3 ことかできる 6.8 
D-54 上記のいずれの項目にも当てはまらない(全面介助〉 2.3 
? ?， 、 ， ?
? ? ，
?? ， ? ? ? ? ?
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パンツやズボンに関しては， i排池Jの項にまとめる。
(6) 
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この項目については， i [E-20-RJ集団での食事に関
心をもっ」という項目と混同しやすいので削除した。
[E-15-RJ自分の席はしっかりと分かっている
この項目については，自分の席のマークを区別してい
る場合と自分の席の位置を区別している場合があるので，
i[E-14-RJ自分の席をマークによって区別している」
と i[E-15-RJ自分の席の位置が分かっている」の 2項
目に分けた。
2 .排准
a.低通過率項目
・[X-ιPJオムツを使用していない (59.1%)
この項目については，いつ使用していないのかという
質問が多かったため， i日中」と明記することとした。
・-CX-9-RJ トイレに行くと自分でしたがり，他者
か手伝おうとすると嫌がる (36.4%)
[X-12-PJ自分で洋式トイレに座れる (54.4%)
この 2項目については，今回の調査対象の特徴なのか，
あるいは項目の表中での位置か不適当なのか，今後の検
討が必要である。
[X-16四RJ排尿(便〉の後で，自分から手を洗
う (36.4%)
この項目については， i[X-17-RJ手を洗った後， 自
分からタオルで手を拭く (61.4%)Jという項目との関
連から，手を洗った後でタオルで、手を拭くということは，
一連の動作として認知されているが，排尿(便)の後で
手を洗うということが，一連の動作として認知されてい
ないためであると考えられた。
[X-19-MJ女の子は，パンツを膝の辺りで止め
て座って用を足す (0%)
この項目については， A施設であまり指導していない
こと，および今回の調査対象となった女児の人数か少な
かったこともあり，今後の検討が必要であろう。
b.高通過率項目
[X-20-MJズボンやパンツを自分で履ける
(68.2%) 
この項目については， A施設での療育の効果なのか，
あるいは項目の表中での位置が不適当なのか，他の保育
を受けている子どもとの比較が今後必要である。
C. 質問の表現か不適当な項目
[X-10-PJ洋式トイレに座っていられる
この項目については， i[X-11-PJ手伝ってもらうと，
自分で洋式トイレに座る」という項目とほぼ同じ意味で
あると考え，削除した。
[X-2-MJズボンやパンツを履かせてもらう時，
脚を差し出す
(7) 
[X-3-MJズボンやパンツを脱がせてもらう時，
脚を号|っ込める
この 2項目については，以前にはみられたが現在はみ
られないという指摘があ ったので， この表の記入方法の
欄に「以前に通過した項目もOとする」と付け加えた。
[X-18-RJ排尿は出る前に知らせる
この項目については， i排尿」だけでなく 「排便」も
追加し， i知らせるか，お漏らしをするJ，i知らせてト
イレまで待てるjなどいろいろな場合が観察された。し
たがって， i[X-18-RJ排便は，出てから知らせる/排
便は，出る前に知らせるかトイレまで我慢できない/排
便は，出る前に知らせてトイレまで我慢できるJi [X-1 
9-RJ排尿は，出てから知らせる/排尿は，出る前に知
らせるがトイレまで我慢できない/排尿は，出る前に知
らせてトイレまで我慢できる」の6項目に細分した。
3 .着脱衣
a.低通過率項目
[D-13J靴の左右が分かっている (13.6%)
[D-27J左右のある靴下を，見分けることがで
きる (4.5%)
[D-40J衣服の前後か分かっている (18.2%)
この 3項目については，前にアップリケを付けて前後
を明確にしたり，大きめのプリントが付いた物を選ぶな
ど，療育場面での工夫か必要と恩われる。
[D-43Jスナップやかぎホックを掛けれる
(11.4%) 
この項目については， このような服を着る機会か少な
いためか，あるいは，複雑な操作であり適正年齢に達し
ていないためかと思われる。手先の器用さは日常生活上
重要であるため，大きめのスナップか前に付いた服を着
せるなど，療育場面での工夫が大切となる。
b.高通過率項目
通過率か予想に反して高かった項目はなかった。
C. 質問の表現が不適当な項目
[D-29J靴下を履くことを好まない
この項目については， 1年中，靴下の感触を嫌がり履
くことを好まない子どもがいるということから付け加え
fこ。
以上に述べたことより，身辺自立評価表については，
食事は51から54項目へ，排池は42から46項目，および着
脱衣は54項目で， 7項目増となった。
4 .項目聞の関連性
身辺自立評価表(表2・3・4)における全147項目
中，通過率か約80%以上で著しく高い，あるいは約20%
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以下で低いため，検定を行っても明らかに有意な差か認
められない25項目を除く， 122項目について，すべての
項目間 (122x 121 -7-2 = 7381項目間)でχ2検定を行った。
有意水準は様々であったが，検定を行った多くの項目
間で有意な差 (P<0.05)が認められ，全体的に，相関
がみられた項目は多かった。このことは，評価表におけ
る各項目が，独立しているのではなく，互いに関連して
いることを示している。しかし，中には，他の項目との
相関が小さく，他から独立している項目もあった。以下
にそのような項目について述べる。
a.相関が非常に小さかった項目
[E-8-PJ好き嫌いか無い (40.9%)
この項目については，食べ物の種類の違いを見分けて
区別しているのか，食べ物の種類の区別ができなくて好
き嫌いが無いのかという点で，一制面の基準が評価者によっ
て異なっていたということもあり，今後の検討を必要と
する。
[X-16-PJ日中は，漏らさない (54.5%)
この項目については，排尿調節神経の発達と密接に関
連していて，今回筆者らが考えた身辺自立の項目に含ま
れている他の発達との関係か薄いのかもしれない。
[X-18-MJ男の子は，ズボンを膝のあたりで止
めて立って用を足す(男児のうち
36.1%) 
この項目については，療育場面で日常的に指導される
ことにより，獲得してい く項目かもしれない。あるいは，
複雑な操作が必要であるため，獲得される年齢に達して
いないためとも考えられる。今後の検討を必要とする項
目である。
b.相関が小さかった項目
-食事に関する生理的発達 [E-PJ
・排池に関する生理的発達 [X-PJ
総体的に，生理的発達に関する項目では，他との相関
か小さく独立していると，考えられる。
C. 相関がやや小さかった項目
・排池の操作や道具の使用 [X由MJに関する項目
・靴の着脱に付随する事柄についての項目 [D-7J
~ [D-15J 
このような項目については，他項目との関連があまり
なかったということより，療育場面での指導を工夫すれ
ば獲得されていく可能性があるかもしれない。
l. 自我発達段階評価表項目の適・不適
自我発達段階評価表において，自我発達の同じ段階に
属すると考えた食事，排池，着脱衣の各項目をまとめて，
以下に群であらわす(付表 1を参照、)。例えは， G -3 
群には， [E-7J [X-8J [X-9J [1)-3J [1)-17J [1)-21J 
[1)司22Jの項目が含まれる。 G-3群は，自主性をあら
わす群であるため，まだ自分1人ではできないか自分で
したがる，あるいは他者の援助を借りながらでも自分で
するという気持ちの現れている項目を選定した。
ここで，今回，筆者らは，各項目聞の χ2検定で有意
な差か認められ，さらに，その通過率がほぼ同様であれ
ば，それらの項目は同じ発達段階に属するとみなした。
各項目の横の関連をみるため， 1つの群内での項目聞の
相関関係をみた。例えば， G -3群であれば，上記の7
項目聞の相関関係をみることとなる。 1つの群内におけ
る関連項目のうち，通過率が著しく高い，あるいは低い
ため，検定を行っても明らかに有意な差か認められない
項目を除く項目間でχ2検定を行った。検定を行った133
項目聞のうち， 97項目間で有意な差 (P<0.05)か認め
られた。以下に，群別の結果をまとめて記す。〈付表4， 
1 ~19群を対象)
1 .すべての項目間に有意差があり関連かみられた群
.G-3 
・G-6
・G-8
• G-10 
・G-12
• G-13 
・G-14
今回，これら 7群については，項目の位置づけが適正
であったと判定した。
2. 2つ以下の項目聞を除いて有意差があり関連がみ
られた群
.G-4 
・G-11
• G-15 
・G-18
今回，これら 4群については，項目の位置づけがほぼ
適正と認められた。
3 .約半数の項目閣で有意差かあり関連がみられた群
.G-5 
・G-16
• G-19 
今回は，これら 3群については項目の位置づけが適正
か否かあまり確かめられなかった。
4.まったく有意差がなく関連がみられなかった群
.G-7 
・G-9
(8) 
段階評価表については，自我発達 (19段階)， 
項目)，排池 (23項目)，着脱衣 (42項目〉
構成した。
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食事 (2
の4つの柱で
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今回は， これら 2群については項目の位置づけは不適
当かもしれないという結果になった。
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本研究では，身辺自立の獲得過程をチェックすること，
並びにその結果を用いて子どもの自我発達を捉え得る評
価表の作成を試みた。
まず身辺自立評価表を作成し，次にこの評価表の各項
目かワロンのいう自我発達のどの段階に相当するのかを
検討し，自我発達段階評価表との 2本立て構成にした。
さらに， この身辺自立評価表を用いて， A施設に通園
している 1'-'6歳の障害乳幼児4名(男児36名，女児6
名)を対象に1992年7'-'8月に調査を行った。評価方法
としては，各項目とも当てはまる場合は0，そうでない
場合は×を表に記入してもらうこととした。
調査結果をもとに評価表の検討を行った結果，ほとん
どの項目においてその有用性か確かめられた。
身辺自立評価表については，食事 (54項目)，排波 (4
6項目)および着脱衣 (54項目)を3つの柱とし，食事，
排池については，生理的発達，操作や道具の使用，およ
び認知・意思表示の 3つの側面から構成した。自我発達
要
ていくつもりである。
(平成4年10月12日受理)
Summary 
We report on construction of a form for evaluating physical self-management. We studied how three 
items -eating， excretion and dressing， are correlated with ego-development. 
correlations， we made a form for evaluating ego-development by evaluating physical self-management. 
The form was pilot-tested wlth forty-four mentally retarded children (36 boys， 8 girls) at a special-
deserved the From 
remedial nursery for the retarded. 
The form for evaluating physical self-management included eatlng (52 items)， excretlon (46 items)， 
dresslng (54 items). This was completed by nursery staff. Hence were checked 0 if the child could 
manage an item， or X if he/ she could not. 
From these results， almost all the items of the form were available for our purpose. 
(9) 
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付表 1 自我発達段階評価表
自我発達との関連項目
自我発達 食 事 封ド 池 着 脱 衣
G-11ワロン:生理的共生段
階(母子聞の共生)
母親の世話に依存・子
供か自分に役立てるこ
とのできる最初の行動
は，人に向けた身振り
であり，表現的な身振
り
G-2"ワロン:情緒(情動)
的共生段階・物質的栄
養の摂取によるのと同
しように，人との関係
によって生きるように
なる・自分の感情を表
現し伝えていく相手が
必要
E-11流動食を食べる x-11何等かの要因て腹圧か
かかり反射的に排尿
E-21つふした食べ物を食べ
る(味覚形成の実際の
スタートとなる。食品
か単調て色々の食品を
体験させなかった場合
には，幼児期になって
もそれらに対する偏食
の原因になり易い)
x-31オムツか汚れたら気持
ち悪そうにする
(勝脱に尿か充満して
生じる尿意の知覚やそ
の抑制等神経系統の緊
張から排尿の結果生し
るリラックスへの転換，
尿道を通過する尿の感
覚F オムツなどか湿潤
した皮膚感覚等の結果，
不自然な動作をとった
り，オムツを触ってい
たりといった動作的告
知・言語的告知の芽生
え)
G-3"やる気[自主性]の現 E-7 自分て食べようとする x-8 足首まて通してもらう D明 3 足の先たけ靴に入れて
れ・自分でしたかる時 (他者か食べさせよう と， スホンやノマンツを もらうと，履ける
そこには必す他者か何 とすると取って自分て ヲ|っ張り上けようとす
等かの形て関与してい 食べようとする・食べ る(号|っ張り上げれな D-17 靴下をかかとまて脱か
る・ワロン :他者性を れなくてもよい〉 くてよい) せてもらうと，脱ける
発見
II x-91トイレに行くと自分て D-21 靴下を足首まて履かせ
したかり，他者か手伝 てもらうと，号|っ張り
おうとすると嫌かる 上けれる
D-2211靴下を足の先たけ入れ
てもらうと，履ける
G-4"ワロン:心的発達と身 E-7 食べ物をスプーンに入 x-9 ズホンに自分て脚を通 D-5 靴を自分て，脱いたり
体発達の結び付き，相 れると，自分で口まて す 履いたりできる
互作用 運ひ食へる (但し紐は結へない)
(口による直接の食へ X-10 緩めてもらうと，自分
方と同時に，手先の共 てズホンか脱ける D-18 靴下を自分か脱きたい
働動作も発達) 時に，脱ける
D-2311靴下を自分か履きたい
時に，履ける
?????????、
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自我発達 食
?
羽t 池
?
脱 衣
G-51大人の意志を理解し始 E-I0 言われれは， rし、たた X-ll タオルを渡してもらう D-1 「脱こうねJと言われ
め，交渉か相互的とな きます」をする と，自分て手か拭ける れは，靴を脱ける
り，また真似をするよ
うになる・ワロン:他 E-l1 言われれは， rこ馳走 X-12 トイレに連れて行くと， D-4 「履こうね」と言われ
者性を発見，他者の模 様Jをする 約2日に 1回は排尿あ れは，靴を履ける
倣・ 一対一的 るいは排便をする
(大人の声かけや意志 E-12 指摘されれは，自分の D-19 「脱こうね」と言われ
に添った行動をとる) 口冗を一人て拭く 声かけに従って，自分 れは，靴下を脱ける
てできることはする
D-2411 r履こうねJと言われ
れは，靴下を履ける
D-3011上着を着せてもらう時
腕を差し出す
D-3411上着を脱かせてもらう
時，腕を号|っ込める
G-61自発性を尊重・自分かIE-12 "スプーン・お茶碗を使
らやり直しをしたり， 1 1って自分て食事をする
気持ちを立て直したり
するという可逆的な調
整や粘り強さ・ワロン
:依存，制約から自由
になる段階・結果とい
うよりも努力の過程に
値打かある
X-13 "排尿(便)を失敗した
時には，後片付けを手
伝おうとする
D-3911自分一人て服を着ょう
とする
G-7"年長者の指示に極度に IE-13 
敏感・ワロン :自我か
他者て補完される・ 他
者の支えかなけれは，
自分自身の意志を働か
すことかできないかの
ように見える・場面を
知覚，認知
言われれは，円、たた
きます」をするまで待
てる
X-131 トイ レに連れて行くと
排尿をする
X-1411トイレに連れて行くと
排便をする
排尿あるいは排便をす
る場所を知っている
G-81子供同士の交際かでき D-2 回りの状況を見て，自
るようになる ・ワロン 分て靴か脱ける
:3---4人の子供か加
わった集団遊ひ
1 
D-6 回りの状況を見て，自
分て靴か履ける
D-20"回りの状況を見て，自
分て靴下か脱げる
D-2511回りの状況を見て，自
分て靴下か履ける
G-91外界からの働き掛けを
取り入れていく・子供
と外界の間て様々なつ
なかりを作っていく
一対集団的
〈集団の一員としての
自覚を持っている)
X-1511全体に声をかけたたけ
て，できることは自分
てする
D-7"言われれは，げた箱に
靴を入れることかでき
る
D-9"言われれは，けた箱か
ら靴を出すことかでき
る
G-I0 1モテルの取り入れ・社
会性を内面化
X-16 "排尿(便)の後て，自
分から手を洗う
X-171手を洗った後， 自分か
らタオルて手を拭く
、?
??
???
???
???、 、
-300- 人間福祉学
自我発達 食 事
??』 ??? 池
?
脱 衣
G-llll場面を知覚し，そこに E-14 自分の席をマークによ D-8 自分て，けた箱に靴を
おける自分の役割や視 って区別している 入れることかできる
座を明確に設定する・
ワロン:拒否主義的な E-15 自分の席の位置か分か D-I0 自分てけた箱から靴を
傾向，とういう場面て っている 出すことかできる
もとういう場合ても相
手の意志、に対してかた E-16 自分の席に他児か座っ D-ll 自分の靴を入れる場所
くなに自分の意志を突 ていると，頑固に怒る を知っている
きつけていく時期，自
1 1 ID-1211靴を脱いたり履いたり我主張の時期 | 
する場所を知っている
G-121見通しを付けて待てる IE-1711自分て， rし、たたきま
・自己制御 I 1す」をするまで待てる
X-18 "排便は，出る前に知ら
せてトイレまて我慢で
きる
G-1311 r自分てする」という
気持ちか，体中に溢れ
てくる
X-1911排尿は，出る前に知ら
せてトイレまて我慢で
きる
X-20 トイレの順番を待てる
X-2111トイレに行くと，最初
から最後まて自分でし
たかる(後始末はまだ
自分てできないので，
大人を呼んでしてもら
おうとする)
D-4711服の着脱を自分でした
かる
G-141ワロン:自我意識か色 E-18 他児(者)のものを取 D-14 自分の靴か分かってい
々なものにまで及んて って食べない る
いくと， r私の物Jr僕
の物」という言葉かは
1 1 IDω11自分の服か分かっていっきり所有の意味を持|
11るつ 1 1 
G-1511反抗期 ・子供の記憶力IE-19 1食物の晴好や食器の好I IX-211自分てトイレの後始末
や脳の発達と深い関係I 1みかはっきりしてくる I I 1かできる
を持つものである ・ワ
ロン:自我主張の時期
G-1611他者と一緒に自分てすIE-20 1自分か使った食器を下
る I 1げる
D-1511お気に入りの靴かある
D-5011お気に入りの服かある
D-311かぶりの上着に腕と首
を通してもらえは，自
分て号|っ張り下ろせる
D-3211自分てかぶりの上着の
袖に腕を通せる
D-3311自分てかふりの上着を
かふれる
D-3511袖を脱かしてもらえば
自分て首からかふりの
上着を脱げる
D-36 1自分て，かぶりの上着
の袖から腕を抜くこと
かできる
D-37 1ボタンやファスナーを
外してもらえば，自分
て前開きの上着を脱け
る
D-38 1自分て，前開きの上着
に腕を通せる
‘ー
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神野他:身辺自立の新評価法 -301-
自我発達 食 事
?』??
?
?
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0-1711子供同士の相互交渉か1E-20 
可能となる・ワロン:
群れ的活動
集団ての食事に関心を
持つ(社交的な意味か
出てくる)
0-1811人には何よりも，自分IE-21 1こほした物を，自分て
のことを見て誉めると 1 1布巾て拭く
いう役割を取ってもら
いたい・ワロン:自己1E-2211言葉の指示に従い，食
愛的な傾向・実際に大 I 1事の準備を手伝う
きく優れた自分になり
たいという欲求により，
子供は他者をモテルに
して，模倣によってそ
の人の長所や才能を取
り入れ，その人に取っ
て代わろうとする
X-221自分てするのを他者に
見て欲しかり，誉めて
もらうと更にがんはる
D-5111自分て着脱するのを見
て欲しかり，誉めても
らうと更にかんはる
0-191内面世界の広かり・対 E-23 適切な食器を使う X-23 公共の場所のトイレて D-13 靴の左右か分かってい
象や場面の種々異なる 女性用と男性用か分か る
特徴か， うま く同定さ E-24 足りない物かあると， る
れて，組織的にまたー 自分で取りに行く (は D-26 靴下の向きか分かつて
貫した形ての比較や区 っきりと自他の区別・ いる
別か可能になる・ワロ 比較をし，自分て補う
ン:カァコリー的思考 ことかできる〉 左右のある靴下を，見
分けることかできる
II II 
E-2511色々な場面において，
ちゃんと自分て食事か D-40 服を入れたりする自分
てきる 用のロソカーを分かつ
ている
D-41 "衣服の前後か分かつて
いる
( 13) 
